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当院小児科病棟には，がん・難病・糖尿病等で長期間の治療が必要な児が入院している．入院が長期化

すれば，児の社会参加への問題，特に教育的課題についての支援が求められる．今回，医療ソーシャル

ワーカーが医師や看護師等の多職種と協働で取り組んだ復学・就学支援について，平成３１年 4月～令

和 2年 9月までの復学・就学カンファレンスの実績分析結果と，ソーシャルアクションにも繋がった事

例について報告する． 

 


